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２０２０年１２月９日 

 

気候変動に関するＣＤＰ調査において 

４年連続で最高評価となる「Ａリスト」企業に選定 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社（取締役社長 グループＣＥＯ： 

原 典之）は、国際環境非営利団体ＣＤＰによる２０２０年気候変動対応調査において、最も優れた気候変

動対応を行う「Ａリスト」企業に４年連続で選定されました。 

 

１．ＣＤＰの気候変動「Ａリスト」について 

ＣＤＰは、企業の気候変動への取組みを促進するため、気候変動への戦略や脱炭素取

組みへの対応、情報開示状況等について、毎年、企業に質問状を送付し、回答内容を

評価しています。 

２０２０年度は、当社を含め、全世界で２７０社が、特に取組みが進んでいる企業と

して、気候変動「Ａリスト」企業に選定されました。 

 
＊「ＣＤＰ」について 

 

２．ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの気候変動取り組み 

当社グループは、気候変動への対応を特に優先すべき課題の１つと位置づけ、これに関連するリスクマ

ネジメントサービスや保険商品を開発・提供するとともに、自らのＣＯ２排出量削減に取組んでいます。

また、気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ：Task Force on Climate-related Financial 

Disclosures）の最終提言に沿った、一貫性、比較可能性、信頼性のある気候関連の情報開示にも取り組

んでいます。２０２０年９月には新たに「サステナビリティを考慮した事業活動」を表明しました。 

今後もステークホルダーとの対話を重ね、地球環境と社会の持続可能性を守りながら、誰もが安定した

生活と活発な事業活動にチャレンジできる社会に貢献していきます。 

 

【当社ホームページ】 

・サステナビリティの考え方 https://www.ms-ad-hd.com/ja/csr/summary/materiality.html 
・気候変動の緩和と適応に貢献する https://www.ms-ad-hd.com/ja/csr/community/climate_change.html 

・気候関連の財務情報開示 https://www.ms-ad-hd.com/ja/csr/community/climate_change/tcfd.html 

 

 

以 上 

 

英国の慈善団体が管理するＮＧＯで、気候変動、水、森林に関するリスク・機会の認識や管理、情報開示

を企業に促す国際的なプロジェクトです。ＣＤＰは、500 を超える機関投資家などと協力し、世界各国の

有力企業約 5,800 社に環境への対応や情報開示に関する回答を要請し、その取り組みを評価し公開してい

ます。※詳細は同団体ホームページをご覧ください。https://www.cdp.net/ja/japan 
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